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◆投入資源の量と環境への排出量

◆２００７年度全事業所および群馬製作所の発生物発生量と処理の概要
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　スバル車を製造する群馬製作所における２００７年度の主な投入資源の量と環境への排出量は下図のとおりです。

自動車製造（群馬製作所）における主な投入資源量と発生物総量

　スバルでは、２００４年度から廃棄物のゼロエミッションを継続達成しています。 
２００７年度の廃棄物発生量とその処理概要は下図のとおりです。

廃棄物削減

2007 
POINT

クリーンな工場 ： 生産段階での取り組み

物質投入量
金属材料（鉄、アルミなど）
非金属材料（樹脂、塗料など）

(単位：ｔon)  
〈　〉内は自動車製造分
 のみの数値

自社焼却物・
直接埋立物はありません

■ 廃棄物削減への取り組み

　当社では、ゼロエミッションの継続はもちろん、廃棄物が発生す
ること自体が無駄と考え、発生量を削減する取り組みを進めてい
ます。生産工程で使用する原材料の歩留まり向上や、塗装工場で
使用する塗料の塗着効率の向上などの取り組みを進めて、資源の
有効利用に努めています。右のグラフは、自動車部門の副産物（金
属くずやアルミなどの非鉄くず）の発生量を製品の出荷額で割っ
た指標です。２００7年度は6.91と過去最良の値となりました。 ま
た、目標値（資源有効利用促進法による副産物発生抑制計画値）
に対しては２００３年度から継続して達成しています。

製品の出荷額に対する副産物発生量が
過去最高の値を達成

■ 水資源使用量低減への取り組み

　２００７年度水使用量は、全事業所合計で約３６２万ｍ３で、前年
度比約７％増加しました。
　各事業所では、給水管からの漏れの点検など、きめ細かな低減
活動を実施していますが、その効果よりも生産増による増加分が
上回ったことが原因です。今後さらに全事業所で水使用量低減を
積極的に進めてまいります。

生産量増加による水資源使用量の増加

■ 発生量と処理の概要

環境負荷物質の低減活動

水資源の保護

埋立物発生量は全工場でゼロレベルを継続中
■ 化学物質の管理活動（ＰＲＴＲ制度）

　当社では、ＰＲＴＲ対象１８物質を使用しています。２００７年度の
排出量は全事業所合計で８４３tonとなり、前年度に比べ２６ton
削減しました。これは、自動車ボディの塗装工程で使用する塗料を
水性塗料に変更したことや、洗浄用シンナーの使用量低減などの
取り組みによる成果です。

PRTR対象化学物質排出量を26ton削減
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目標
副産物発生量の推移（ｔｏｎ／億円）
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外部中間処理後の埋立物
0.0〈0.0〉

金属くず再資源化量
62,626〈60,403〉

主な廃棄物
排水処理場汚泥

塗料カス

廃プラスチック
紙くず

主な再資源化方法
セメント原料化

ＲＰＦ（固形燃料）などへ
再生紙

社内プラントにてパウダー化後
自動車用防振シートの原料へ

INPUT OUTPUT

OUTPUT

OUTPUT

群馬製作所

CO2

社内リサイクル量（アルミニウムなど）
1,723〈1,723〉

① 廃棄物埋立量は、2004年度からゼロレベルを継続達成しています。
② グリーン調達の取り組みにより、お取引先さまでEMS構築を積極的に推進しています。
③ 省エネルギー活動への積極的な取り組みで、地球温暖化防止を推進しています。

廃棄物の社内中間処理および外部中間処理後の再資源化量
7,304〈4,619〉

群馬製作所には、水質測定室があり、定期測定のほか、万が一の
環境事故の際には即座に測定を行う体制が整っています。

水質汚濁物質の管理
TO
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水質測定室で測定を行う環境課員

■ 群馬製作所の塗装工程で発生するＶＯＣ(揮発性有機化合物)

　２００7年度の塗装面積あたりのＶＯＣ排出量は63.2ｇ／ｍ２

で、2000年度実績に対して30.9％削減となり、第4次環境ボラ
ンタリープラン※1の目標を前倒しして達成しました。これは、新塗
装工場の稼働による塗料の水性化や、シンナー回収率向上による
成果です。今後は、さらなる低減に取り組んでいきます。
　当社では、大気汚染物質・水質汚濁物質・騒音・振動につきまして
は、法規制値よりさらに厳しい自主基準値（原則として法規制値の
８０％レベル以下）を設定して管理しています。

※1　第4次環境ボランタリープラン目標値 ： 2010年度末までに2000年度比30%以上低減する。

第4次環境ボランタリープランの目標を
前倒しで達成

②⇒P7・8　③⇒P17・18   特集参照

廃棄物量
[金属くず含む産業廃棄物＋特別管理産業廃棄物＋事業系一般廃棄物]

71,653〈66,745〉

◆塗料カスのリサイクル量
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2007年度塗料カス実績
メルシーﾄ(防振材)　　　　
69.57ton/年
高炉還元剤(JFE)　　　
52.13ton/年

■ 工場廃棄材（塗料カス）のリサイクル活用

　当社では塗装工場から発生する塗料カスのリサイクル技術を
確立し、現在、自動車のフロアパネル用防振材の原料や高炉還元
材としてリサイクルしています。今後これら以外の用途へもリサイ
クルしていくことを検討しています。
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ること自体が無駄と考え、発生量を削減する取り組みを進めてい
ます。生産工程で使用する原材料の歩留まり向上や、塗装工場で
使用する塗料の塗着効率の向上などの取り組みを進めて、資源の
有効利用に努めています。下のグラフは、自動車部門の副産物（金
属くずやアルミなどの非鉄くず）の発生量を製品の出荷額で割っ
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■ 水資源使用量低減への取り組み

　２００７年度水使用量は、全事業所合計で約３６２万ｍ３で、前年
度比約７％増加しました。
　各事業所では、給水管からの漏れの点検など、きめ細かな低減
活動を実施していますが、その効果よりも生産増による増加分が
上回ったことが原因です。今後さらに全事業所で水使用量低減を
積極的に進めてまいります。
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　当社では、ＰＲＴＲ対象１８物質を使用しています。２００７年度の
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削減しました。これは、自動車ボディの塗装工程で使用する塗料を
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は、法規制値よりさらに厳しい自主基準値（原則として法規制値の
８０％レベル以下）を設定して管理しています。

※1　第4次環境ボランタリープラン目標値 ： 2010年度末までに2000年度比30%以上低減する。

第4次環境ボランタリープランの目標を
前倒しで達成

②⇒P7・8　③⇒P17・18   特集参照

廃棄物量
[金属くず含む産業廃棄物＋特別管理産業廃棄物＋事業系一般廃棄物]

〈 〉

◆塗料カスのリサイクル量

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

2003 2004 2005 2006 2007

52

70

（年度）

フロアパネル防振材に活用（ton）

130

35

117

62

105

78

124

53

高炉還元材に活用

2007年度塗料カス実績
メルシーﾄ(防振材)　　　　
69.57ton/年
高炉還元剤(JFE)　　　
52.13ton/年

■ 工場廃棄材（塗料カス）のリサイクル活用

　当社では塗装工場から発生する塗料カスのリサイクル技術を
確立し、現在、自動車のフロアパネル用防振材の原料や高炉還元
材としてリサイクルしています。今後これら以外の用途へもリサイ
クルしていくことを検討しています。



スバルロジスティクスとスバルの取り組み

■ 梱包資材の再利用化

　ノックダウン部品の梱包荷姿設計を担うスバルロジスティクス
生産物流本部では、梱包材の再利用化を柱に環境負荷低減活動
に取り組んでいます。 　
　取り組み内容としては２００５年下期よりエンジン部品梱包資材
として使用している発泡スチロール製梱包資材の再利用計画に
着手し、２００６年３月より１次取り組み、２００７年１２月より２次取
り組みを行い、発泡資材の再利用を実施中です。

海外向けノックダウン部品梱包　
発泡資材の削減活動

■ 輸送の効率化

　完成車の輸送では、最適な輸送標準ルートの設定、モーダルシ
フトの推進、積載効率向上などの輸送の効率化を進めることで環
境負荷低減活動に貢献しています。

■ モーダルシフト

　スバル車組立工場のある群馬地区から全国の販売店への完成
車輸送において、仙台以北と大阪以西に関しては海上（船舶）輸送
を利用しています。２００７年度の国内完成車輸送に占める海上輸
送の比率は４３．２％＊となっています。 

■ 共同輸送

　同業他社との完成車の共同輸送の取り組みを推進し、２００７年
度の共同輸送取扱量（他社への委託台数と他社からの受託台数
の合計）は、４０，６７８台と総出荷量が減少する中、ほぼ前年度と同
水準の輸送を行いました。

■ 改正省エネルギー法への対応

　２００７年度は「改正省エネルギー法」への対応として、デジタル
タコグラフ、アイドリングストップ装置、エコタイヤの装着を推進
し、定期的に協力会社から走行距離・燃費データを集約することで
より精度の高いエネルギー消費量とＣＯ２排出量の把握を継続し
て行いました。
　今後も年間１％以上のエネルギー消費量原単位の低減を目指
して取り組みを進めていきます。

完成車輸送における環境負荷の低減

◆共同輸送取扱量の推移
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■ 大気汚染物質

　ボイラーなどの特定施設より排出される窒素酸化物(NOx)、硫
黄酸化物(SOx)の全事業所合計排出量の推移はグラフのとおり
です。２００7年度は、重油ボイラー燃料の天然ガス化などにより、
ＳＯｘ排出量は削減しました。NOx排出量につきましては脱硝設
備停止などがあり増加しましたが、SOx、NOxともに２００7年度
の定期測定の結果、すべての測定個所で自主基準値を順守して
います。

SOx、NOxともに自主基準値を順守

◆全生産事業所ＮＯｘ、ＳＯｘ排出量の推移
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◆全生産事業所窒素、リン、ＢＯＤ排出量
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■ 水質汚濁物質

　排水中の窒素・リン・ＢＯＤの全事業所の総排出量の推移はグラ
フのとおりです。２００7年度の定期測定の結果、計7件自主基準
値の超過が発生しました。その他の測定結果の自主基準値超過を
含めて、詳細につきましては３8ページの「環境法規制値などの超
過件数と主な内容」欄に記載しています。

計7件の自主基準値超過

いただいた表彰状と松本総務部長

梱包資材

定期測定結果の詳細情報につきましては、
当社ホームページ上のｗｅｂデータ編に記載しています。

　宇都宮製作所では、2007年9月
10日に「公害防止優良企業」“県知
事賞”を受賞しました。
  これは日ごろの公害防止への施設
面の対応や運用管理が評価されたも
ので、県内で1社の受賞でした。

「公害防止優良企業」
県知事賞を受賞

　スバルの米国における自動車
組立工場であるSIAは2004年に
直接埋立処理ゼロを達成し、以来
現在も継続して達成しています。リ
サイクル率は2007年は99.8%と
なり、2006年実績99.6%をさらに
上回りました。この努力に対して、
2007年7月CNBCテレビ、2008
年1月USA TODAY紙にそれぞれ

SIAの環境保全活動が取り上げられました。
　また2007年11月には、米国環境保護庁
（EPA）から、Waste Wise賞を昨年に引続き
2年連続で受賞しました。 （2007年度は産業
廃棄物リサイクル部門ゴールド賞）

SIAのゼロエミッション
  スバルでは、国内関連企業部会・北米環境委員
会をそれぞれ年2回定期的に開催しています。
　ここでは、地球温暖化防止・省エネルギー・廃棄
物削減・公害防止などの取り組み事例と実績を互
いに披露して、当社を含めたスバルグループの環
境保全取り組みのレベルアップを推進しています。

関係会社の環境保全活動の情報交換
関係会社の生産段階の取り組み

■ ＰＣＢ機器などの保管状況

　当社では、法規を順守し適切にＰＣＢを保管し毎年度届出
を行っています。保管している高濃度ＰＣＢ含有機器（トラン
ス、コンデンサーなど）につきましては、２００６年３月に日本
環境安全事業（株）（ＪＥＳＣＯ）に早期処理の登録を行いま
した。

PCB含有機器の管理を適切に実施
■ 土壌・地下水汚染防止

　当社では、１９９８年より自主的に各事業所の土壌、地下水
の調査を行い、その結果を行政に報告してきました。宇都宮
製作所など土壌・地下水の浄化対策を行った事業所において
も、引き続き地下水のサンプリング調査を継続的に行い、結
果を行政に報告しています。

地下水のサンプリング調査を継続的に実施

＊工場出門台数ベース。海外への輸出台数は含みません。

関係会社の取り組みにつきましては、
当社ホームページ上のwebデータ編にも記載しています。

EPAマット･ヘール
氏（右)からWaste 
Wiseゴールド賞の
盾を受け取るSIAレ
ベッカ･ブライトさん 

国内関連
企業部会

北米環境委員会

① スバルロジスティクスでは、梱包材の再利用化による、資材の削減活動に取り組んでいます。
② 完成車の共同輸送とモーダルシフトの推進により、環境負荷低減活動に貢献しています。

9.3

33.5 36.4

8.3



スバルロジスティクスとスバルの取り組み

■ 梱包資材の再利用化

　ノックダウン部品の梱包荷姿設計を担うスバルロジスティクス
生産物流本部では、梱包材の再利用化を柱に環境負荷低減活動
に取り組んでいます。 　
　取り組み内容としては２００５年下期よりエンジン部品梱包資材
として使用している発泡スチロール製梱包資材の再利用計画に
着手し、２００６年３月より１次取り組み、２００７年１２月より２次取
り組みを行い、発泡資材の再利用を実施中です。

海外向けノックダウン部品梱包　
発泡資材の削減活動

■ 輸送の効率化

　完成車の輸送では、最適な輸送標準ルートの設定、モーダルシ
フトの推進、積載効率向上などの輸送の効率化を進めることで環
境負荷低減活動に貢献しています。

■ モーダルシフト

　スバル車組立工場のある群馬地区から全国の販売店への完成
車輸送において、仙台以北と大阪以西に関しては海上（船舶）輸送
を利用しています。２００７年度の国内完成車輸送に占める海上輸
送の比率は４３．２％＊となっています。 

■ 共同輸送

　同業他社との完成車の共同輸送の取り組みを推進し、２００７年
度の共同輸送取扱量（他社への委託台数と他社からの受託台数
の合計）は、４０，６７８台と総出荷量が減少する中、ほぼ前年度と同
水準の輸送を行いました。
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　２００７年度は「改正省エネルギー法」への対応として、デジタル
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し、定期的に協力会社から走行距離・燃費データを集約することで
より精度の高いエネルギー消費量とＣＯ２排出量の把握を継続し
て行いました。
　今後も年間１％以上のエネルギー消費量原単位の低減を目指
して取り組みを進めていきます。

完成車輸送における環境負荷の低減

◆共同輸送取扱量の推移
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■ 大気汚染物質

　ボイラーなどの特定施設より排出される窒素酸化物(NOx)、硫
黄酸化物(SOx)の全事業所合計排出量の推移はグラフのとおり
です。２００7年度は、重油ボイラー燃料の天然ガス化などにより、
ＳＯｘ排出量は削減しました。NOx排出量につきましては脱硝設
備停止などがあり増加しましたが、SOx、NOxともに２００7年度
の定期測定の結果、すべての測定個所で自主基準値を順守して
います。

SOx、NOxともに自主基準値を順守

◆全生産事業所ＮＯｘ、ＳＯｘ排出量の推移

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0.0
2003 2004 2005 2006

16.5 14.8

3.7

（年度）

NOx排出量の推移
SOx排出量の推移

（単位：千ｍ３Ｎ）

2007

2.8
10.5

36.0 33.5

53.6

42.9

53.6 

◆全生産事業所窒素、リン、ＢＯＤ排出量

20.0

40.0

60.0

80.0

0.0
2003 2004 2005 2006

4.6

（年度）

リン排出量
BOD排出量

窒素排出量（単位：ton）

2007
1.6

15.0
4.9

29.8

54.2
59.8

53.6
41.3

33.5
43.9 

■ 水質汚濁物質

　排水中の窒素・リン・ＢＯＤの全事業所の総排出量の推移はグラ
フのとおりです。２００7年度の定期測定の結果、計7件自主基準
値の超過が発生しました。その他の測定結果の自主基準値超過を
含めて、詳細につきましては３8ページの「環境法規制値などの超
過件数と主な内容」欄に記載しています。

計7件の自主基準値超過

いただいた表彰状と松本総務部長

梱包資材

定期測定結果の詳細情報につきましては、
当社ホームページ上のｗｅｂデータ編に記載しています。

　宇都宮製作所では、2007年9月
10日に「公害防止優良企業」“県知
事賞”を受賞しました。
  これは日ごろの公害防止への施設
面の対応や運用管理が評価されたも
ので、県内で1社の受賞でした。

「公害防止優良企業」
県知事賞を受賞

　スバルの米国における自動車
組立工場であるSIAは2004年に
直接埋立処理ゼロを達成し、以来
現在も継続して達成しています。リ
サイクル率は2007年は99.8%と
なり、2006年実績99.6%をさらに
上回りました。この努力に対して、
2007年7月CNBCテレビ、2008
年1月USA TODAY紙にそれぞれ

SIAの環境保全活動が取り上げられました。
　また2007年11月には、米国環境保護庁
（EPA）から、Waste Wise賞を昨年に引続き
2年連続で受賞しました。 （2007年度は産業
廃棄物リサイクル部門ゴールド賞）

SIAのゼロエミッション
  スバルでは、国内関連企業部会・北米環境委員
会をそれぞれ年2回定期的に開催しています。
　ここでは、地球温暖化防止・省エネルギー・廃棄
物削減・公害防止などの取り組み事例と実績を互
いに披露して、当社を含めたスバルグループの環
境保全取り組みのレベルアップを推進しています。

関係会社の環境保全活動の情報交換
関係会社の生産段階の取り組み

■ ＰＣＢ機器などの保管状況

　当社では、法規を順守し適切にＰＣＢを保管し毎年度届出
を行っています。保管している高濃度ＰＣＢ含有機器（トラン
ス、コンデンサーなど）につきましては、２００６年３月に日本
環境安全事業（株）（ＪＥＳＣＯ）に早期処理の登録を行いま
した。

PCB含有機器の管理を適切に実施
■ 土壌・地下水汚染防止

　当社では、１９９８年より自主的に各事業所の土壌、地下水
の調査を行い、その結果を行政に報告してきました。宇都宮
製作所など土壌・地下水の浄化対策を行った事業所において
も、引き続き地下水のサンプリング調査を継続的に行い、結
果を行政に報告しています。

地下水のサンプリング調査を継続的に実施

＊工場出門台数ベース。海外への輸出台数は含みません。

関係会社の取り組みにつきましては、
当社ホームページ上のwebデータ編にも記載しています。

EPAマット･ヘール
氏（右)からWaste 
Wiseゴールド賞の
盾を受け取るSIAレ
ベッカ･ブライトさん 

国内関連
企業部会

北米環境委員会

① スバルロジスティクスでは、梱包材の再利用化による、資材の削減活動に取り組んでいます。
② 完成車の共同輸送とモーダルシフトの推進により、環境負荷低減活動に貢献しています。

9.3

33.5 36.4

8.3



※3　自主目標 ： 日本自動車工業会が発表した2007年度以降の新型乗用車（国内生産・国内販売）に対する「車室内のVOC低減に対する自主取り組み」にて、
厚生労働省が定めた13物質について、室内濃度を指針値以下にするというもの。

■ 環境負荷物質の削減

　自動車工業会の自主行動計画に基づき、環境負荷物質４物質
(鉛、水銀、カドミウム、六価クロム)の削減に取り組んでいます。一
部前倒しで既に目標を達成していますが、20０７年度は鉛化合物
のベアリングシェル＆ブッシュ、機械加工用アルミを鉛フリー化す
るとともに、鉛フリーはんだをエアバッグセンサー、アンテナ、ス
ピーカー、カーナビに加え、新たにシートベルトおよびドアミラー
等の一部に採用し、順次拡大展開を図っています。

◆削減目標／自動車工業会の自主行動計画（新型車より）

削減物質
鉛

水銀

六価クロム
カドミウム

目標（実施時期）
2006年1月以降

2005年1月以降

2008年1月以降
2007年１月以降

　　　　　　削減内容
1996年比、1台あたりの使用量1/10以下

使用禁止
使用禁止

一部（ディスチャージヘッドライト、カーナビの液
晶パネル等にごく微量に含有）を除き、使用禁止

使用済み自動車（ELV）の処理

富士重工業株式会社
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削減への取り組みを拡大展開し、継続実施

■ 使用済み自動車の銅含有部品取り外しのための情報公開

　富士重工業ではELVのリサイクル率のさらなる向上のために
「使用済み自動車の銅含有部品取り外しのための情報公開」を
作成しました。この情報はＡＲＴのホームページで公開されてい
ます。
　現在、乗用車のリサイクルにおいてASRを発生させずリサイク
ル率を向上させる手段としては、「全部再資源化」と呼ばれる方法
がとられています。
　これは廃車ガラを電炉等に投入、鉄分を溶解し建築用資材など
として製品化するものです。この際、ASRのもととなる部品類は
炉の中で燃焼、熱源として利用されるため（サーマルリサイクル）、
埋め立てなどの処理を行う必要がありません。
　この「全部再資源化」を実施するには鉄鋼製品の品質保持のた

「全部再資源化」への取り組み

■ 車室内ＶＯＣの低減

　人体の鼻、のどなどへの刺激の原因とされるホルムアルデヒド、
トルエン等の揮発性有機化合物を低減するために、車室内の部材
や接着剤の見直しに取り組んでいます。20０７年度の「新型イン
プレッサ」、「新型フォレスター」では、厚生労働省が定めた指定13
物質について、室内濃度指針値を下回るレベルに低減し、自動車
工業会自主目標※3を達成しました。なお、昨年度の「ステラ」でも
前倒しで達成しており、今後も、厚生労働省の室内濃度指針値以
下にする取り組みを進め、さらなる車室内環境の快適化に努めて
いきます。

車室内環境快適化のさらなる向上
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■ 適正処理性向上の取り組み　
  特に、フロン(エアコンの冷媒)、エアバッグの適正処理は自動車
リサイクル法でも規制されており、今後の開発車では、より処理し
やすくすることが不可欠と認識しています。

　＜エアコン冷媒の削減＞
　エアコン冷媒は現在オゾン層に害のない代替フロンHFC134a
を使用していますが、地球温暖化に影響があるとされているため、
HFC134aの使用量削減およびエアコン使用過程における洩れ
量の削減にも取り組んでいます。また、フロン以外の代替冷媒の
研究も進めています。

　＜エアバッグ類の処理性向上＞
　エアバッグおよびプリテンショナー付シートベルトは、事故の際
には乗員の衝撃低減に対し大いに貢献をします。反面、大多数の
車でこれらエアバッグ類が未使用のまま廃車されます。自動車リ
サイクル法においても、これらエアバッグ類の処理が求められて
いますが、より安全かつ容易な方法を求め、“車上作動処理”“取り
外し回収”の両面より、関連部品も含めた最適構造の研究を行って
います。

① ART乗用車系メーカー4社と共同でハーネス設計ガイドラインの策定に取り組みました。
② 新型インプレッサ・新型フォレスターの車室内VOCにおいて、自動車工業会自主目標を達成。
③ 使用済み自動車の銅含有部品取り外しのための情報公開により、リサイクル率の向上を推進。

※1　ELV ： End of Life Vehicles
※2　ARSS ： Automotive Recycle System of SUBARU

■ リサイクル配慮設計の推進

■ リサイクル市場調査　
  国内各地の解体業者、シュレッダー業者、および廃棄物処理業者
等を訪問し、実際のＥＬＶ処理の実態を含めた市場の現状と今後
の動向などについて意見交換を継続的に行っています。その結果
は、リサイクル配慮設計の方向づけと、今後の具体的な研究テー
マ抽出に役立てています。

■ リサイクル性向上の取り組み

　＜ワイヤリングハーネス類の解体性向上＞　
　ワイヤリングハーネスは多くの銅が使用されているため、シュ
レッダー処理前にこれらをＥＬＶより解体できれば鉄と銅の分別回
収の向上につながり、資源リサイクルとしての利用価値も上げら
れます。効率よく短時間で回収するために回収しやすいハーネス
レイアウト、構造について研究を行っています。20０７年度はＡＲ
Ｔと共同でハーネス設計ガイドラインの策定に取り組みました。

　＜材質表示の改善＞　
　材料のリサイクルは、その部品の材質がわかることが最も重要
です。当社は、業界ガイドラインに先駆けて１９７３年から樹脂部品
への材質表示を実施してきました。従来は部品の目立たない裏面
などに表示していましたが、部品を解体しなくても材質表示が確
認できれば｢解体したが、別の材質だった｣という無駄を省くことが
できると考え、表示の位置を改善しました。２００１年から順次「レ
ガシィ」、｢インプレッサ｣、「ステラ」をはじめスバル車全車種のバン
パーに実施しています。

　＜リサイクルしやすい材料の採用＞　
 新型車・モデルチェンジ車のほとんどの内外装樹脂材にリサイクル
性に優れたオレフィン系樹脂を使用しています。特に、バンパーに
はバンパー用の、内装部品には内装用の統合材を採用しています。

スバルは、｢使用済自動車の再資源化等に関する法律｣（以下、自動車リサイクル法：2005年1月1日施行）に則り使用済み自動車
（ELV※1）のリサイクル・適正処理を行うために、｢自動車リサイクルシステム（ARSS※2）｣を構築し積極的に対応を図ってきました。
2007年度実績としてASRリサイクル率は2015年度の法定基準（ＡＳＲリサイクル率７０％以上）をクリアし、７2.9％を達成しまし
た。今後もスバル車のリサイクル性に関して安定的に高い水準を維持することに努めつつ、お客さまにご負担いただくリサイクル預託
金の低減を図るために、さらなる効率化と低コストなリサイクルの実現を目指してまいります。

リサイクルへの取り組み

◆内装用統合材、オレフィン系樹脂の使用状況｢新型インプレッサ｣

ワイヤリングハーネス類の解体性向上

リサイクルを考慮した車づくりの推進

… PP統合材
… PP

設計段階での取り組み

材質表示の例
（＞PP＜のPPは「ポリプロピレン」を
表します) 

解体しなくても材質が確認できます

め、廃車ガラに含まれる銅含有量を極力少なくする必要があり、事
前の銅含有部品取外しをいかに効率良く、徹底して行えるかが重
要となります。
　この銅含有部品の大部分を占める「ワイヤリングハーネス」が
車体のどの部分にレイアウトされているかを、現在ELVの主流と
なっている過去の生産車に関して公開するのが、「使用済み自動
車の銅含有部品取り外しのための情報」の主眼です。
　富士重工業では2007年度中にレガシィ（1994年国内発売
車）とヴィヴィオ（1993年国内発売車）の情報を完成させ、
2008年５月より公開しています。
　またART乗用車系メーカー4社とともに、「ワイヤリングハーネ
ス」および関連部品の解体容易設計のための「乗用車ハーネスの
リサイクル設計ガイドライン」の策定に取り組み、ARTホームペー
ジ上で公開しています。
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※3　自主目標 ： 日本自動車工業会が発表した2007年度以降の新型乗用車（国内生産・国内販売）に対する「車室内のVOC低減に対する自主取り組み」にて、
厚生労働省が定めた13物質について、室内濃度を指針値以下にするというもの。
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◆削減目標／自動車工業会の自主行動計画（新型車より）

削減物質
鉛

水銀

六価クロム
カドミウム

目標（実施時期）
2006年1月以降

2005年1月以降

2008年1月以降
2007年１月以降

　　　　　　削減内容
1996年比、1台あたりの使用量1/10以下

使用禁止
使用禁止

一部（ディスチャージヘッドライト、カーナビの液
晶パネル等にごく微量に含有）を除き、使用禁止

使用済み自動車（ELV）の処理

富士重工業株式会社
社会・環境報告書 

富士重工業株式会社
社会・環境報告書 

削減への取り組みを拡大展開し、継続実施

■ 使用済み自動車の銅含有部品取り外しのための情報公開
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がとられています。
　これは廃車ガラを電炉等に投入、鉄分を溶解し建築用資材など
として製品化するものです。この際、ASRのもととなる部品類は
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「全部再資源化」への取り組み

■ 車室内ＶＯＣの低減
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工業会自主目標※3を達成しました。なお、昨年度の「ステラ」でも
前倒しで達成しており、今後も、厚生労働省の室内濃度指針値以
下にする取り組みを進め、さらなる車室内環境の快適化に努めて
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■ 適正処理性向上の取り組み　
  特に、フロン(エアコンの冷媒)、エアバッグの適正処理は自動車
リサイクル法でも規制されており、今後の開発車では、より処理し
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を使用していますが、地球温暖化に影響があるとされているため、
HFC134aの使用量削減およびエアコン使用過程における洩れ
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① ART乗用車系メーカー4社と共同でハーネス設計ガイドラインの策定に取り組みました。
② 新型インプレッサ・新型フォレスターの車室内VOCにおいて、自動車工業会自主目標を達成。
③ 使用済み自動車の銅含有部品取り外しのための情報公開により、リサイクル率の向上を推進。

※1　ELV ： End of Life Vehicles
※2　ARSS ： Automotive Recycle System of SUBARU
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　　　　 対象部品
ユニバーサルジョイントカバー
アンダーカバー
エアガイド
エンジンカバー
アンダースポイラー
バッテリーパン
リヤスカート
エプロン
トランクトリム

　対象車種
R1,R2,プレオ

サンバー

レガシィ

インプレッサ

クリーンな販売・サービス                     第三者評価                   

第三者評価をいただいて                

富士重工業株式会社
社会・環境報告書 

■ 使用済みバンパーの回収

　当社では業界ガイドラインに先駆けて１９７３年から樹脂部品へ
の材料表示を行ってきました。この取り組みは現在、修理で交換し
た使用済みバンパーを回収して自動車部品にリサイクルする活動
に役立っております。２００７年度、全国から回収した使用済みバン
パーの本数は、４１,４１２本（前年度実績４４,２４２本の９３.６％）で
した。回収したバンパーは右表のように、スバルの各種部品にリサ
イクルし活用しています。

CSR活動の全体
　CSRは多様なステークホルダーに対応する企業活動であり対応する
範囲が広がりますが、関心度、緊急度の高い課題には優先的に推進するこ
とが重要です。昨年から急速に深刻化している地球温暖化問題はその代
表で、富士重工業でも既に事業戦略のうえでこの問題を軸として展開さ
れています。ベースとなる基本的CSR（守りのCSR）の強化はもちろん
のこととし、自動車を中心とするモノづくり会社として、世界の課題解決に
つながる事業としてのCSR、つまり戦略的CSR（攻めのCSR）の両面が
経営には必要です。
　富士重工業が目指しているビジネス・ケースは、①環境性能を実現する自
動車開発、②クリーンエネルギーの開発、といえるでしょう。しかしCSR報
告書は網羅性に重点を置いていることから、かえって事業に関連するCSR
活動が見えにくくなってしまっています。今後は自動車会社ならではの特色
あるサステナビリティ戦略を柱とし、これに基本的なCSRをベースとして
位置づけるという、企業の姿勢が読み手にも明確にわかる報告をされては
と考えます。

トピック別の活動
■ CSR調達
　早急に形を整えるということでなく、3年かけて考えていくというプロセ
スを途絶えさせずに続けてください。まず各事業部の購買担当者が納得
いかなければ、現場に根付いた取り組みになりません。今後、アジアや中
国など海外のサプライヤーが増えるのであれば、この課題はさらに深刻
になってきます。サプライヤーとの協働や地域の課題を一緒に解決してい
くという姿勢を基本に、ガイドラインの構築に向けて準備をしてください。
■ 顧客対応
　昨年4月のお客様第一推進部の設置後、1年間で成果が徐々にあがっ
てきているようです。チェックシートによる課題の見える化の次は、これら
を解決する実践プログラムの具体化になります。本部との連携のもとで内

販売・サービス段階でのリサイクル推進

使用済みバンパーを各種部品にリサイクル

『クリーンな販売店』に向けた取り組み

◆使用済みバンパーの車種別部品活用例

◆使用済みバンパー回収本数の推移
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① 環境コンプライアンス重点項目を設定し、改善に取り組んでいます。
② 地球温暖化防止のため、省エネルギー・CO2排出量削減に取り組んでいきます。
③ 2007年11月に北陸スバル自動車㈱が新たにISO14001の認証を取得しました。

※1　業販店 ： 当社から直接ではなく、各地域のスバル特約店より
　　　スバル車を仕入れて販売していただいているショップ。

■ 販売店での改善活動

　環境コンプライアンス重点改善項目として、「廃棄物管理」「水
質汚濁防止」「防火管理」「化学物質管理」の4項目を掲げて点検・
改善活動を進めています。
　既に全店舗の点検は完了しており、不備事項の改善をスタート
しています。

■ 販売店での地球温暖化防止対策

　近年の環境問題の主要テーマといえる地球温暖化防止に着目
して、以下の2項目について積極的に推進しています。
  ● 省エネルギーへの取り組みと、エネルギー使用量・CO2排出量
の把握を進めます。

  ● チーム･マイナス6%への参加を推進します。
    ＊2008年1月現在、特約店6社が登録済みです。
     山形スバル㈱、富士スバル㈱、滋賀スバル自動車㈱、大阪スバル㈱、
     東四国スバル㈱、南九州スバル㈱の6社

■ ISO14001認証取得状況

　2007年11月には新たに北陸スバル自動車㈱がISO14001
の認証を取得しました。
   これで認証を取得した特約店は7社となりました。
　 [ISO14001認証取得済みの特約店]
   　千葉スバル自動車㈱、青森スバル自動車㈱、富士スバル㈱、大阪スバル㈱、
　　新潟スバル自動車㈱、熊本スバル自動車㈱、北陸スバル自動車㈱ (取得順)

■ 環境啓発活動

  スバル車をお取り扱いいただいている業販店※1さま向けの広報
誌「スバルだより」に、環境啓発記事を連載して、環境への取り組
みへの理解を深めています。

販売店での取り組み

株式会社創コンサルティング
代表取締役　
海野みづえ

　昨年の評価についての対応は本報告書でも報告されており、すぐに成
果の出せない分野についても取り組みを始めていることが伺えます。今
後ともCSR担当者だけでなく、富士重工業の社員全員が意識を持ち続け
ていかれるよう、継続して取り組んでください。

部でのコミュニケーションを深め、特約店のベストプラクティスを他の店
舗にも展開することで、「お客さま第一主義」を浸透させてください。
■ CSRでのPDCAの展開
　活動の基本となる方針の設定や体制の構築については、CSRのどの分
野についても大方の整備が進んでいます。意識調査も継続して行ってお
り、海外への展開も徐々に広げていることが伺えます。体制づくりだけで
終わらず、成果のチェック～アクションの実施を各担当部門に徹底してく
ださい。

報告の媒体と内容
　CSRについての方針や体制の情報と毎年のパフォーマンス報告の情報
等が混在しており、ひとつの冊子にすべてのCSR情報を満載することが難
しくなっています。記載内容が多くなるため、すべての読者のニーズに応え
ようにもかえってわかりにくいという問題にもなります。そこで、下記のよう
なケースはウェブでの掲載を併用することを提案いたします。

●人事制度、環境負荷への取り組み、日常的な改善や地域貢献活動など、
一度構築すれば継続される基盤部分と、これに伴うオペレーションの実際
やパフォーマンス報告。

●車種ごとの自動車の環境性能。冊子ではすべてのモデルの技術情報や
環境性能を掲載することはできないため、情報量に偏りが生じる。

　今年は昨年に引き続き、創コンサルティングの海野みづえ様に、当社
のＣＳＲ・環境委員会委員長の髙木代表取締役専務、同副委員長の高橋
執行役員に対するトップ・インタビューや購買本部長の石原常務とのヒ
アリングを通じ、スバルの社会性および環境活動を客観的にご確認い
ただきました。
　今後、これまでにいただいたご意見を真摯に受け止めて、諸活動のレ
ベルアップを図ってまいります。
（１）CSR活動全般
　スバルグループの従業員一人ひとりが「ＣＳＲは企業経営そのもの」
という基本的な考えを再認識し、「コンプライアンスの順守を主体とし
た守りのＣＳＲ」に加え、「総合輸送機器メーカーとして競争力のある商
品、サービスの提供をはじめとした攻めのＣＳＲ」活動の強化を通じて地
球温暖化等の社会的課題への対処や地域貢献を積極的に推進してま
いります。
①ＣＳＲマネジメント
　スバルグループとして、「守りのＣＳＲと攻めのＣＳＲ」という基本的な

考えと確実なＰＤＣＡマネジメントの実施による活動のレベルアップを
推進してまいります。
②お客さま第一
　「お客さま第一」に関するベストプラクティスの把握と共有およびプ
ロセス・ベンチマーキングの徹底により、スバルグループにおける「お客
さま第一主義」の実現を図ってまいります。
③ＣＳＲ調達
　ＩＳＯによるＣＳＲガイドライン策定等のグローバルな動向を注視しつ
つ、お取引先さまや地域との連携を図り、ＣＳＲ調達ガイドラインの策
定、準備を進めてまいります。
（２）ＣＳＲ報告のあり方
　２００６年から環境報告書を社会・環境報告書に改めて発行してまい
りました。
　これまでにいただいた読者の方々のご意見も踏まえて、より社会性
を重視したＣＳＲ報告書への変革、冊子版とweb版との位置付けを含
めて本報告書のあり方を見直してまいります。

海野 みづえ
株式会社創コンサルティング　代表取締役
http://www.sotech.co.jp

経営コンサルティング会社に勤務の後、1996年に創コンサルティングを設立。
日本企業のグローバル経営に視点を置き、独自の分析眼で環境・CSR分野での経営のあり
方を提言、企業活動の実務をサポートしている。
ブラザー工業社外取締役、東京大学大学院、法政大学大学院非常勤講師。著書に、「グロー
バルCSR調達」、2006年（共著）、「SRIと新しい企業・金融」、2007年（共著）などがある。
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